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創立100周年記念シンポジウム



倉敷中央病院の創立100周年記念
事業の一環として、９月３日に倉敷市民
会館で京都大学iPS細胞研究所（以
下、CiRA）との共催シンポジウムを開
催しました。テーマは「最先端科学を社
会実装する　－倉敷で考える医療の未
来」で、県内外から約1,300人の方々
が来場され、同時間帯にLIVE配信され
たCiRAのYouTubeチャンネルでは、
約560人が視聴されました。
当院は「患者本位の医療」「全人医

療」「高度先進医療」の基本理念を掲
げ、創立者・大原孫三郎や先達の想い
を形に変えてきました。未来の再生医
療を目指して研究を進められている
CiRAとのシンポジウムが、“当院が地

域の皆さまに高度先進医療を提供し続
けることを改めて誓う場になれば”との
想いで共催に向けた準備を進めました。
開会のあいさつで公益財団法人 大

原記念倉敷中央医療機構の浜野潤理
事長は、「倉敷中央病院は次なる100
年に向け、質の高い高度先進医療、救
命救急医療、先制医療・予防医療など
を中心に、地域の皆さまに世界水準の
医療を提供し続けてまいります。本日の
シンポジウムが医療の未来を考える機
会になればと期待をしています」と挨拶
しました。

京都大学iPS細胞研究所との
共催シンポジウムを開催

（京都大学iPS細胞研究所　ホームページから引用）

　人間の皮膚や血液などの体細胞に、ごく少数の因子を導入し、培養することによって、様々な組織や臓器の細胞に分化する能力
とほぼ無限に増殖する能力をもつ多能性幹細胞に変化します。この細胞を「人工多能性幹細胞」と呼びます。英語では
「induced pluripotent stem cell」と表記しますので頭文字をとって「iPS細胞」と呼ばれています。名付け親は、世界で初めてiPS

細胞の作製に成功した京都大学の山中伸弥教授です。
　体細胞が多能性幹細胞に変わることを、専門用語でリプログラ
ミングと言います。山中教授のグループが見出したわずかな因子
でリプログラミングを起こさせる技術は、再現性が高く、また比
較的容易であり、幹細胞研究におけるブレイクスルーといえます。

iPS細胞とは induced Pluripotent Stem cell

©Tomoyuki Narashima /京都大学iPS細胞研究所
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これからの医療のかたち－医療のエコシステムをどう作る－

山形院長は地域医療エコシステムについて講演しました。
新型コロナ第８波で、自宅療養中のコロナ軽症患者が救急車を要請し、当院のような３次救急
病院に搬送患者が集中して一種の医療崩壊の状態にあったことを報告。高齢化で在宅療養患者
が増えると同様の事態が発生し、当院が果たすべき高度先進医療が提供できない状態を防ぐ取り
組みの一つとして、医療のエコシステムを紹介しました。
エコシステムについては、「大きな一つの組織だけではなく、地域内のいろんな施設が参加し、
それぞれが得意とする技術やノウハウ、知見を持ち寄って、この地域での質の高い医療を提供する
ものです」と説明。地域内での患者情報の共有など進捗状況を紹介し、他施設の検体を当院で
検査する取り組みについては「同じ基準と精度で検査をし、その結果を共有することは医療の質
向上にもつながります」などと述べました。
最後に、「日進月歩の医療を享受するためにも、早い時期から検診を受ける。健康であるからこ
そ、衣食住が成り立つという概念を持っていただきたいです」と呼び掛けました。

倉敷中央病院
院長

山形　　専

哲学する経営者がiPS細胞と出会ったら
大原理事・会長は経営者の視点から講演しました。
タイトルにある“哲学する”について、「自分の座標軸の原点をしっかりと見直すこと」「物事の
本質を見極めようとすること」などと説明し、経営者は日ごろから哲学をしていると紹介。iPS細
胞などの新しい技術を取り入れるような場合には、社会の平和から環境、一人ひとりの命、哲学
や倫理の問題まで大いに悩んで正しい進め方を見つける必要性を述べました。
さらに、研究者、医療者、経営者がそれぞれの立場を尊重しながら考えることが大切で、

「academicだけ、経営者の想いだけ、医療者の現場の事情だけで考えるのではなく、お互いに
知恵を出し、理解し合い、リスペクトし合いながら新しい道を見つけていくことが、最先端科学
の社会実装につながる」と述べた大原会長。最後に山形院長の講演内容にも触れながら、「先
制的に、予防的に健康を守るために当院の技術を使っていただきたい。それが私の倉敷中央病
院に対する願いであります」と締めくくりました。

公益財団法人大原記念倉敷中央医療機構
理事・会長

大原 謙一郎

浜野 潤 理事長

外科医が出会った iPSという細胞
1988年12月から1993年3月末まで倉敷中央病院の外科に勤務していた川口教授は、iPS
細胞を用いた研究について講演されました。
京都大学では膵臓癌のチームに入って手術や研究を行われていましたが、癌は個別性が高く、
本質に迫らないと癌治療の時代は切り拓けないと考えるようになられた川口教授。膵臓癌細胞
の活発に増殖する特徴が、胎生期の細胞とよく似ていることに着目し、ヒトの発生学が癌の研
究につながるとの視点で取り組んでいると紹介されました。ただ、マウスで有力な手法が分かっ
ても、ヒトへの応用はアメリカでも禁じられている州があるように、難しいことでした。そこに
iPS細胞が登場したことで、「培養皿上で発生過程を再現して細胞臓器を作る研究が可能とな
り、発生学や病気のメカニズムの理解を深めています」と紹介されました。
この日は高校生や中学生らが多数、来場していたことを踏まえ、最後に「好奇心を失わず、興
味を持って自分のやりたいことができる環境を求めてください。研究は一人ではできず、チームの
仲間と一緒に議論することが大切です。人に迷惑をかけない限り、頑張ったら人生を楽しめる
と思いますよ」と呼び掛けられました。

京都大学iPS細胞研究所

川口 義弥 教授

倉敷中央病院創立100周年記念事業

▲医療のエコシステムに関しては、当院創立記念日の2023年6月2日に山陽
新聞で大きく紹介されました。こちらのQRコードから紙面をご覧いただけます。
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山形院長 大原会長

倉敷中央病院 広報室チャンネル

山中教授

CiRAチャンネル
山形院長、大原会長、
山中教授の講演動画
は、右のQRコードから
それぞれYouTubeでご
覧いただけます。

CHECK

講演4
iPS細胞 進捗と今後の展望
山中教授はiPS細胞を使った再生医療や創薬研究の進捗についてお話しされました。
医学部卒業後の研修医時代に、当時は原因も治療法も分からなかったＣ型肝炎で闘病中のお
父様が亡くなられた際、このような原因が不明で治療法もない患者さんに新しい治療を提供した
いと考え、医学研究者を志したと紹介されました。
医学研究の課題として、例えばＣ型肝炎は①1989年に原因が分かり、画期的な薬ができたの
が2014年と、患者さんに提供できるまで四半世紀かかったこと②治療薬が非常に高額なこと、
の２点を挙げられ、「社会実装を考えると、画期的な治療法の解明だけでは真の意味の社会貢献
にならず、これからは画期的な治療法を良心的な価格で届ける必要がある」と述べられました。
iPS細胞の医療応用には再生医療と病気のメカニズムを解明して治療法、すなわち薬を開発する
２つがあると説明された山中教授。加齢黄斑変性の再生医療を具体例として述べられ、その中で
課題となった高額な費用と長期間を要した点については、CiRAで再生医療用に拒絶の少ないiPS
細胞を提供するストック事業を展開し、現在は10以上の臨床試験が日本で進行していると紹介さ
れました。再生医療について山中教授は「良い細胞、将来的には良い臓器をiPS細胞から作っても、
患者さんには届きません。麻酔や手術、術後管理といったチームがなければ再生医療は成功しま
せん。細胞は治療の中の一つのピースで、倉敷中央病院のような中核病院と、私たち研究者がタッ
グを組むことが、今後の再生医療の成否にかかっていると強く感じています」と述べられました。
iPS細胞ストック事業に関しては、リスクを背負う企業に対して細胞の製造や品質の管理など、
縁の下の力持ちとして活動し、大学で培った技術の企業移転を促進
する目的として、京都大学iPS細胞研究財団（iPS財団）を2019年に
発足したことを紹介。 最適なiPS細胞を良心的な価格で企業や患者さ
んに届けることが使命で、CiRAとiPS財団が二人三脚で活動し、iPS
細胞を社会に還元していると説明されました。
iPS細胞を利用した研究が進んでいますが、生命倫理の問題に関し
ては、CiRA内に生命倫理を専門的に研究する部門を設立して、同じ
CiRA内で日ごろから議論していることも紹介されました。
最後に当院の創立100周年にも触れられ、「これまでの100年で進
んだ医学医療は、今後は50年、30年、いや10年後くらいには、同じ
くらいの変化が起こってもおかしくありません。私たちiPS細胞研究者
も新しい医療の発展に少しでも貢献すべく、今後も一生懸命頑張って
いきます。どうぞ私たちの研究開発に、温かいご支援をいただけたら
と思います」と締めくくられました。

京都大学iPS細胞研究所

山中 伸弥 名誉所長・教授

長久先生の進行で、パネリストの皆さんがテーマに沿ったお話を
展開しました。
外科系医師の目指すべき方向性を尋ねられた川口教授は「研究
はほとんどが失敗です。それでも根気強く続けると年に１回、ある
いは数年に１回、新しい発見のチャンスがあります。臨床でも絶対
に最後まであきらめない姿勢が大切で、倉中は100年間やってこら
れました。この伝統を引き継ぎ、さらに新しい挑戦を続けてほしい
と思っています」と述べられました。
高齢社会でのiPS細胞の活用に関して、山中教授は「１番の目
標は寿命そのものを伸ばそうと思うのではなく、健康寿命を１年で
も２年でも伸ばすこと。iPS細胞もその役に立つと信じて一生懸命
やっていますし、それ以外の新しい治療法も、共通の目標は健康寿
命と本当の寿命の差を短くすることです」と紹介されました。
臨床研究支援センター 副センター長も務める藤原先生は、耳鼻
咽喉科の再生医療として、気管が欠損した患者さんの再生に関す
る治験は終わっているが、販売には至っていない現状を紹介。予防
医療の観点からは、日常生活の動作から身体の状況が分かるパー
ツの開発が国内で進められている状況を紹介し「当院も医療機器
製造販売業を取得し、一つひとつのパーツを社会実装するための
工夫、仕組みを作っていきたい」と述べました。
CiRAで血小板が作成されている研究を踏まえ、今中先生は「高
齢化やコロナ禍などいろんな変動がある中で、iPS細胞に由来した
血小板ができれば目標とする持続可能な医療の提供ができるので
は、と希望を持っています。未来の再生医療を追求するとともに、
１番は目の前の患者さんや地域の皆さんに誠実に向き合うこと。こ
れからも研鑽していきます」などと語りました。

京都大学iPS細胞研究所の髙橋淳所長は来場者に向けて「若
い人には無限の可能性があります。煮詰まったときには、iPS細胞
のことを思い出してください。iPS細胞の山中因子を振りかけると、
もう１回、赤ちゃんの自分に戻れるわけです。僕たちはいくつになっ
ても、リプログラミング（初期化）というか、iPS細胞になれる。
僕たちも、いつまでたっても無限の可能性を持っているんだという
ことです」などと呼び掛け、シンポジウムを締めくくられました。

長久先生

藤原先生

今中先生

髙橋 淳 所長

閉会の挨拶

パネルディスカッション 未来の再生医療
モデレーター

パネリスト

●長久吉雄
　（倉敷中央病院  外科部長）

●川口義弥  教授
●山中伸弥  名誉所長・教授
●藤原崇志
　（倉敷中央病院 耳鼻咽喉科医長）

●今中智子
　（倉敷中央病院 血液内科副医長）

国内外のマラソン大会に出場されている山中教授。この日も時間が
限られる中、講演前に美観地区を走られ、「本当にきれいな街並みで
した」などと述べられました。
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倉敷中央病院の止水壁クラウドファンディングに多大なるご支援をいただき、誠にありがとうございました。

6月2日から8月31日までにお寄せいただいたご寄付は 668件 で、

目標金額を大きく上回る 32,085,000円 となりました。

ご寄付をいただいた方々、応援いただいた皆さまに心より御礼申し上げます。
災害時も医療を止めないことが地域貢献につながると信じて決定した止水壁建設でしたが、クラウドファ
ンディングを通じてお寄せいただいた温かいお気持ちに、あらためて期待の大きさを実感しました。
「災害時も医療を止めない」。その決意をあらたにし、2024年5月の竣工に向けて取り組んでまいります。

大黒天物産株式会社
代表取締役社長　大賀　昭司　様

クラブン株式会社　様
佐藤胃腸外科　倉敷駅前内視鏡クリニック

佐藤　克明　様
福岡　敏雄　様
山田　明彦　様
医療法人恵和会　田嶋内科

院長　田嶋　憲一　様
嶋田　慶久　様
医療法人誠和会

倉敷紀念病院・倉敷第一病院  様
道満　和子　様
株式会社アキオカ　様
医療法人イマイクリニック

理事長　今井　博之　様
髙津　昇治　様
有限会社田中善昭商店　様
前田　和則　様
山陽機器検定株式会社

50周年記念事業事務局　様
赤木　憲一　様
石井　　誠　様
馬越　　修　様
株式会社衛生センター　八田　高志　様
株式会社大隅興業

代表取締役　大隅　真由　様
株式会社オカカン

代表取締役　小野　　優　様
岡ハートクリニック　様
小野　敏樹　様

楠戸　一正　様
熊代　正行　様
株式会社倉敷アイビースクエア　様
倉敷中央病院　洪水対策推進

チーム有志　様
倉敷中央病院　ボランティア

「グリーンはぁと」 様
倉敷ヤンマー株式会社

代表取締役　塚本　博視　様
小山美登四　様
斎藤　幸子　様
坂本　紀子　様
ササベ印刷株式会社

代表取締役　板倉　昌美　様
佐藤胃腸外科　倉敷駅前内視鏡クリニック

院長　佐藤　嘉髙　様
椙元　裕通　様
大成建設株式会社　様
武田　行正　様
谷広　　翼　様
有限会社ティー・ティー・エム　様
寺岡　和憲　様
中桐　一郎　様
株式会社中道メディカル 様
原　　武治　様
原　佳央理　様
原　　晶子　様
原　　智志　様
原田福祉サービス　原田　孝一　様
株式会社ビザビ

代表取締役　吉田　大助　様

平松電気工事株式会社
代表取締役　平松　良一　様

株式会社藤木工務店　様
株式会社プローバ

代表取締役　栗田　真志　様
宮野　　佳　様
森　　弘子　様
柚木　壽代　様
渡辺　浩通　様
藤本　義秋　様
荒木　佳子　様
沖　　陽子　様
上赤　正和　様
きびじ整形外科・内科・リハビリクリニック

院長　楠葉　　晃　様
塩田　照芳　様
進藤　克郎　様
妹尾　和男　様
ちひろ薬局　三牧　博史　様
坪井　　新　様
富永　秀次　様
西山　伸子　様
橋本　　徹　様
原　　優子　様
藤井佐千子　様
伏見　　恵　様
株式会社みずほ銀行　岡山支店　様
みずほ証券株式会社　岡山支店　様
横溝　　哲　様
伊澤　健二　様

石原　久司　様
井上　富子　様
エームサービス株式会社

代表取締役社長　小谷　　周　様
株式会社キャリアプランニング

代表取締役　秋山　健司　様
倉優株式会社　脇屋　泰治　様
近藤　　岳　様
佐伯　健二　様
佐藤　広光　様
山陽美業株式会社　様
株式会社瀬戸内ビルサービス　様
高砂熱学工業株式会社　中四国支店　様
高杉　清美　様
髙本　　均　様
立花　廣美　様
津嘉山朝達　様
富田　和子　様
美藤　　馨　様
藤井　定女　様
藤原　邦光　様
前田　英雄　様
道端　達也　様
株式会社三宅歯科商店

代表取締役　三宅　秀典　様
宮武　　清　様
村井　秀次　様
柳瀬　崇弘　様
呼元　伸光　様

頂戴したご寄付は全額、止水壁建設工事費へ充てさせていただきます。

※このページでは、一定金額以上のご寄付をいただき、掲載の許可をいただいた皆さまを順不同で掲載しております。
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倉敷中央病院からのお知らせ

〒710-8602　岡山県倉敷市美和1-1-1　TEL.086-422-0210　FAX.086-421-3424　WEB.https://www.kchnet.or.jp

市民公開講座の開催状況や疾患の解説記事、

当院で勤務する職員の紹介など、さまざまな

情報を公開していますので、ぜひご覧ください！

公式SNSで情報発信中

　地域の音楽愛好家の方々や当院の職員らが出

演するリレーコンサート。2月から開催し、9月末

時点での総出演者は200人を超えました。

　当院を創立した大原孫三郎は、建設時に「病

院くさくない明るい病院」を基本設計の一つとし

て掲げました。その理念を引継ぎ、温室や屋上

庭園などを整備しています。患者さんやご家族

の皆さまが安らげる環境づくりを、これからも継

承・発展させていく願いを込め、リレーコンサー

トを企画しました。

　開催は11月末までで、スケジュールは下記QR

コードをご参照ください。

創立100周年リレーコンサートを開催しています

100周年特設ページ




